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Abstract One of the alpine butterflies, Erebia niphonica, is distributed on some high mountains 
in central and northern Japan. In the alpine and “pseudo-alpine” zones of the high mountains 
in northern Honshu some particular habitats are found. This paper aims to examine the floral 
communities of the habitat of Erebia niphonica based on the field survey. A total of over 100 
sites of the habitats is recognized, and it is found that these habitats are classified into the five 
plus one particular floral communities (one is restricted to Mts Hayachine). The ecological 
relationship between distribution of remnant snowpack and Erebia niphonica is also examined. 
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1. は じ め に 


東北 地方 の ベニ ヒ カ ゲ , Erebia niphonica Janson (Fig.1) (X, 早 池 峰山 系 を 除き ,. いずれ も 日 本 海 側 
の 多 雪 地帯 の 山々 に 分 布 し て いる . それ ら の 山々 で は オオ シラ ビ ソ な ど 亜 高山 針葉樹 林 帯 を 欠き , T 
ナ 林 帯 の 上 部 で は ミヤ マナ ラ , ミヤ マハ ン ノ キ な ど 第 性 落葉 広葉 樹 が 森林 限界 (以下 で は 高木 限界 と 
同義 に 使用 する ) を 形成 し , ハイ マツ 帯 に 接し て いる . この よう に 亜 高山 針葉樹 林 帯 を 欠く 山々 の 森 
林 限 界 よ り 上 の 地帯 は , 高山 帯 よ り も 低い 標高 に 位置 し な が ら ハ イマ ツ や 高山 性 草原 が 広がる な ど 高 
山 的 景観 を 呈す る 事 か ら 「 偽 高山 帯 ] と も 呼ば れ , 東北 地方 の ベニ ヒ カ ゲ の 主要 な 生息 地 と な っ て いる 
(Fig. 2). 


一 方 , 中 部 山岳 地方 の ベニ ヒ カ ゲ は 標高 1,500-2,000 m 前 後 の 主 と し て 沢 沿い に 点 在 す る 高 茎 草原 
(Figs 3,4, ダケ カン バ な ど が 疎 林 を 形成 する 標高 300 m 前 後 の 森 林 限 界 付近 の 草原 (Figs 5,6), お 
よび それ より 上 部 の 高山 性 お 花畑 (Figs 7,8) に 生息 し て いる . 


著者 ら は 1982 年 以来 東北 地方 各地 に お いて 100 個所 以上 の ベニ ヒ カ ゲ の 生息 地 を 調査 し て きた が , 本 
論 で は それ ら 生 息 地 の 植 物 群 落 を 類型 化す る . また それ ら 植 物 群 落 の 主 な 構成 種 , 残雪 分 布 , お よび 
ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 と の 間 に あ る 生態 的 な 関係 に つい て 考察 する . な お , 続報 で は 亜 高山 針葉樹 林 帯 と 
の 関係 に つい て 考察 する 予定 で ある . 
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Fig.1. Erebia niphonica (photo by the courtesy of Mr H. Matsuyama). 

Fig.2. Typical landscape lacking coniferous forest on subalpine zone of Mts Asahi, viewed 
from the summit of Mt Itoudake. 

Figs 3-8. Habitat of Erebia niphonica in Central Honshu. 3. Herbaceous vegetation at 
stream margin in subalpine coniferous forest (Kurokawa River in Central Alps, alt. 1,900 
m). 4. Flora of the same site. 5. Herbaceous vegetation among Betula forest near the 
forest line (near the summit of Mt Kitaarakawadake, alt. 2,680 m, in Southern Alps). 6. 
Flora of the community at Sanpuku Pass, alt. 2,580 m, in Southern Alps. 7. Herbaceous 
vegetation at alpine zone (south slope of Mt Warusawadake, Southern Alps). 8. Flora 
of the same site (alt. 2,920 m). 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


東北 地方 に お ける ベニ ヒ カ ゲ の 生息 環境 , I 257 





Figs9-14. Floral community types of the habitat of Erebia niphonica in Northern Honshu. 9. 
Type Ha (near the summit of Mt Tengusumoutoriyama, alt. 1,350 m). 10. Type Hb (site 
at north of Sanpouzakai, alt. 1,460 m, Mts Asahi). 11. Type M (near the summit of Mt 
Wagadake, alt. 1,420 m). 12. Type M (Hyakunebata, alt. 1,560 m, Mts Asahi). 13. 
Type D (Mt Muzayama, alt. 1,450 m, Mts Yakeishi). 14. Type D (Mt Kitakankouzan, 
alt. 1,580 m, Mts Asahi). 


2. 生息 地 の 環 境 


東北 地方 の 日 本 海 に 直面 する 山々 は , 冬 の 偏西風 が 直接 突き 当たる こと か ら , 風 背 側 の 東側 斜面 に 大 
量 の 積雪 を 見 る . 東側 に は 雪崩 に よる 急 崖 が 形成 され る が 西側 は 緩 傾斜 を 成 し て いる 所 が 多い . 冬季 
の 積雪 が 埋もれ た 植物 を 寒風 の 害 か ら 保護 する た め , 低 高 度 を 本 来 の 生息 地 と する 植物 , 例え ば ジャ 
コウ ソウ , スス キ , ヤマ ヨモギ , タニ ソバ な ど が 入線 部 に まで 進出 し て いる 所 が ある . ブナ 帯 は 平均 
的 に は 標高 約 600 m PS EC, 上 限 は 斜面 の 形態 と 方 向 に より 約 1,200-1,600m と 大 きく ば ら つ いて 
いる . 上 限 付近 で は 1.5-2 m の 低木 化し た ブナ を 混入 する 湊 木 林 が 発達 し さら に 上 部 で は ブナ は 見 
られ な く な り , 低 海 木 の み と な る . 漆 木 の 構成 種 は ミヤ マナ ラ , マル バ マ ン サ ク , アカ ミノ イヌ ツ 
F, ハイ マツ , ボツ ウジ ナナ カマ ド , ハク サン シャ ク ナ ゲ , クロ ウス ゴ , ミネ カエ デ , ガン コウ ラ 
ン な ど で あ る . 


ベニ ヒ カ ゲ の 生息 する 植物 群落 は , 次 の よう に 蛇 紋 岩 土壌 に 特有 の 1 種 を 含め て $ 種 の タイ プ に 分 類 
する 事 が で きる . た だ し 植物 の 名 称 は ,. ベニ ヒ カ ゲ 成虫 の 発生 時 期 で ある 8 H 10-20 日 頃 に 花 を 付け 
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て いる も の を 挙げ て いる . 
(1) 湿性 草原 (タイ プ H) 


混 性 の お 花畑 は 平坦 地 の 湿 原 , PROX vay, 雪 田 の 周囲 と 多少 の 差 を 見 せる が , XK X ç Z 
ヤ 草 原 と いっ て よい . イワ イチ ョ ウ , ミネ ハリ イ を 最も 多く 混 じ , ミヤ マリ ンド ウ , ヒナ ザク ラ , š 
ラ ネ ニ ンジ ン , イワ カガミ , モウ セン ゴケ な ど を 普通 に 見 る . 雪 田 の 周辺 に は ウサ ギ ギ ク , アオ ノ ツ 
が ザクラ, チン グル マ が 多い . コバ イケ イソ ウ , ニッ コウ キス ゲ が 和 群生 する 所 も ある . 次 の よう な バ 
リエ ーション が 認め られ る . 


タイ プ Ha (Fig. 9) 


丈 の 低い ヌ マ ガ ヤ の 優 占 す る 典型 的 な 湿性 草原 で , 根 際 に は ミヤ マリ ンド ウ , イワ イチ ョ ツウ, キン コ 
IA, モウ セン ゴケ な ど が 生育 する . 池 清 を 伴い 雪 田 が 付近 に 残っ て いる こと が 多い . 朝日 連峰 天狗 
角 力 取 山 は や や 乾燥 化 の 進ん だ 環境 で . オオ コメ ツツジ を 混 生 し て いる . 一 般 に は ベニ ヒ カ ゲ は 見 か 
け な い . 


タイ プ Hb (Fig. 10) 


高き 50-60 cm の 区 の 高い ヒゲ ノ ガ リヤ ス や タカ ネ ノ ガリ ヤス な ど イ ネ 科 が 優 占 す る 革 原 で . チ シ マ 
ザ サ が 混 生 し, 草原 の 周辺 部 に ヨ ツ バシ オガ が ガマ, ハク サン フウ ロ , トウ ギボウシ な ど が わずか に 混 
じ っ て 花 を 付け て いる . 朝日 連峰 , 飯豊 連峰 に 属す る 山々 の 鞍部 や 緩 傾斜 の 尾根 に 見 られ る 事 が 多く , 
ベニ ヒ カ ゲ が 発生 し て いる 場合 が 多い . 


(2) 中 性 草原 (タイ プ M) (Figs 11, 12) 


風当たり の 少な い 緩 や か な 尾根 筋 に は 広大 な 群落 が , また 沢 源 頭 部 や 谷 状 地 形 に 小 規模 な 群落 が 見 ら 
れる . 傾斜 が 緩やか で あれ ば 風 背 側 に も , また 風 衝 側 で は 次 木 帯 の 中 の 谷 状 地形 に 形成 され る . ミヤ 
マ ア キノ キリ ン ソ ウ , トウ ゲ ブ キ , タカ ネ ヨ モ ギ , タカ ネ マ ツ ム シ ソウ , オオ カサ モチ , ハク サン ボ 
ウフ ウ , ハク サン フウ ロ , イブ キト ラノ オ な ど 花 の 大 き な 高 茎 草本 が 多数 の 花 を 付け て いる . 群落 の 
構成 種 は 各地 で ほとん ど 共 通し て いる が , 地域 に より タカ ネ マ ツ ム シ ソウ , ある い は トウ ゲ ブ キ が 優 
占 す る と ころ , ミヤ マウ ス ュ ユキ ソウ が 混 生 する な どの バリ エー ショ ン が み ら れ る . また , 標高 が 低い 
所 や 湿度 の 高い 所 で は チシマザサ が 入り 込み 高 茎 草 本 の 密度 が 低く な っ て いる 群落 も ある (飯豊 連峰 
北部 の 低 標高 地域 な ど )、 この よう な 群落 で は きわ め て 小 規 模 な も の に も ほとん ど 例 外 な く ベ ニ ヒ カ ゲ 
が 発生 し て お り , 東北 地方 に お ける 主要 な 生息 環境 と な っ て いる . 中 部 山岳 地域 で は 森林 限界 付近 の 
ダケ カン バ 疎 林 の 林 床 に ほとん ど 同 じ 種 構成 の 群落 が 見 られ , POFTEI ROS ANIT 
キ が 取っ て 代わ り , オタ カラ コウ や メタ カラ コウ が 混じる 事 が 多い . 両者 は 同じ よう な 気候 環境 に 生 
育 する 相同 の 群落 と みな され , 中 部 山岳 地域 で も ベニ ヒ カ ゲ の 主要 な 生息 地 と な っ て いる . 


(3) 乾性 草原 (タイ プ D) (Figs 13, 14) 


砂 褒 が 地表 に 出 て いる よう な 緩 傾斜 の 広い 尾根 の 風 衝 側 に 主として 生育 する 群落 ミヤ マウ ス ユ キソ 
ウ , ホソ バ コ ゴ メグ サ , コメ バツ ガザ クラ , ミネ ズ オ ウ , ガン コウ ラン , イワ ウメ , ミヤ マダ イコ ン 
vu, タカ ネ ナ デ シコ , イネ 科 の いく つか の 種 な ど 丈 の 低い 草本 が 主体 の 群落 を 形成 し て いる . イブ 
キボウ フウ な ど 丈 の 低い セリ 科 以 外 に 花 は あま り 見 か け な い 所 も 多い . 焼 石山 系 六 沢 山 - 東 焼 石 岳 , 
朝日 連峰 西 朝 日 岳 北 方 御 坪 , 寒 江 山南 方 な ど に 大 規模 な 群落 が 見 られ る . この よう な 乾性 草原 その も 
の に は ベ べ ベニ ヒ カ グ は 生息 し な い 場 合 が 多く , 谷 状 の 窪み に 散在 する 小 規 模 な 中 性 草原 が 発生 地 に な っ 
て いる 場合 が 多い . 数 は 非常 に 少な い の が 常 で ある . 


(4) 崩壊 地 草原 (タイプ) (Figs 15-18) 


尾根 沿い の 風 背 側 に 雪 月 に より 形成 され る 急 傾斜 の 斜面 に 生育 する 群落 で ある . 表土 が 露出 する 荒地 
に いち 早く 侵 出す る 植物 か ら 成 り 。 ガレ た 斜面 に イネ 科 植 物 が 散在 し . ミヤ マ ア キノ キリ ン ソ ウ , キ 
AY, ヤマ ハハ コ な ど が 僅か に 花 を 付け て いる が , 各地 に 共通 する 特徴 を 把握 し に くい 群落 で ある 
飯豊 連峰 大 日 岳 南 東入 線 , 同 北 股 理 南 斜面 , 和賀 山系 朝日 岳 - 志 度 内 状 南 入線 な ど が 知ら れ , 風 背 側 
に 相当 する 尾根 の 東 - 南 東側 に 多く 見 られ る . また 朝日 連峰 祝 瓶 山 , 飯豊 連峰 三国 后 の よう に 山腹 の 
広い 範囲 が 急 傾斜 の 岩 壁 で 覆 わ れ , 高木 の 侵 出 が で き な い 環境 に イネ 科 植 物 が 散在 し て いる 所 も ある 
この よう な 表土 や 岩石 の 露出 し た 崖 は ベニ ヒ カ ゲ が 好 ん で 生息 する よう で , 中 部 山岳 地域 に お いて も 
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その よう な 傾向 が 見 られ , 何ら か の 生態 的 な 理由 が あり そう で ある . 
(5) 蛇 紋 岩 性 草原 (タイ プ S) (Figs 19, 20) 


早 池峰 山系 は , 蛇 紋 岩 質 の 土壌 が 高木 の 生育 を 阻害 する た め 生 じ る 独特 の 蛇 紋 岩 植生 が 生育 する こと 
で 知ら れる 特異 な 山々 で ある . 同様 の 蛇 紋 岩 植生 は , 至 仏 山 , アポ イ 岳 な ど に も 見 られ , いずれ に お 
いて も 特産 植物 が 多数 生育 する 事 で 知ら れる . 頂上 付近 の 南面 で は 急斜面 の 崩壊 地 。 植生 の 少な い 岩 
礎 地 や 裸 地 に 接し て , シラ ネ ニ ンジ ン , ハク サン ボウ フウ , ネバ リノ ギラ ン な どの 和 群落 や , ハヤ チ ネ 
ウス ユキ ソウ , ナン ブイ ヌナ ズ ナ , ホソ バツ メ ク サ , タカ ネ ナ デ シコ , ナン ブ ト ラノ オ , タカ ネ ノ ガ が 
リヤ ス な どの 小 規模 な 群落 が 点 在 し ,。 ベニ ヒ カ ゲ が 発生 し て いる . また , 山頂 か ら 中 岳 寺 部 まで 蛇 紋 
岩 の 露出 し た 巨岩 の 岩 隙 や 窪地 に は , ハヤ チ ネ ウス ユキ ソウ , ウラ シマ ツツジ , コケ モモ , ナン ブ ト 
ウ ウ チ ソ ウ , タカ ネ ナ デ シコ な どの 群落 が あり , や は り ベ ニ ヒ カ ゲ が 生息 し て いる . いずれ も 乾燥 化 
の 進ん だ 土壌 で あっ て , 山頂 東 稼 線 の 平坦 な 窪地 に ある コバ イケ イソ ウ の 茂る 湿性 草原 に は ベニ ヒ カ 
グ は 見 られ な い . 








3. ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 状 況 


次 に 各 山 系 に お ける ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 状況 と 生息 環境 を 概観 する . 山系 毎 の 生息 状況 を Fig. 23a-g に 
ARS. また Table 1 に 生息 地 と 植生 を 一 覧 表 と し て まとめ て ある . 


(1) 和賀 山系 (Fig. 23a) 


山系 は 朝日 岳 か ら 真 昼 岳 へ と 南北 に 約 30 km に わた っ て 連なる が , 1,000 m を 越え る ピー ク は 北 半 に 
集中 し て いる . 地質 的 に は 火山 性 山 皇 の 多い 奥羽 脊 梁山 脈 に は 珍し い 非 火山 性 の 古 生 層 か ら な る 地 塁 
山地 で ある . 日 本 海 か ら 離 れ て 位置 し て いる が , 雄物川 に 沿っ て 平野 が 広がり 冬 の 季節 風 が 直接 吹き 
付け る た め 豪 雪 地 帯 と し て 知ら れる . 全般 的 に ブナ 林 は 約 1.100 m EC, それ より 上 で は 低木 化し て 
ダケ カン バ 林 に 混 生 し , 次 第 に ミヤ マナ ラ , ナナ カマ ド , ミネ カエ デ な ど 沙 葉 広葉 樹林 が 密度 を 増し , 
1,350 m 辺り で 森林 限界 を 形成 し 高山 性 草原 に 連なる . た だ し ハイ マツ は 薬師 岳 辺 り に は 生育 せ ず , 
和賀 岳 北 面 か ら 見 られ る よう に な る . 


JIo STREAK, MHT, ARR, gu Pi, 和賀 岳 , 横岳 (= CUO), 薬師 岳 , 甲山 まで ベニ ヒ カ 
ゲ の 生息 が 知ら れ て お り , 中 ノ 沢 岳 に も 産 す る と いう 情報 が ある が 確認 で き て いな い . 生息 地 は 標高 
1,200-1,450 m の 間 に 集 中 し て いる が , 南端 の 甲山 は 1.000 m を 割っ て お り , 突出 し た 本 州 最低 標高 の 
生息 地 で ある . また 最寄り の 薬師 岳 か ら 約 3km 離れ て いる 点 か ら も 注目 きれ る 生息 地 で ある . 薬師 
岳 の 薬師 平 は トウ マゲ ブ キ , ハク サン シャ ジン , ミヤ マ ア キノ キリ ン ソ ウ , タテ ヤマ ウツ ボ グ サ , ミヤ 
マシ シ ウ ド な ど 比 較 的 丈 の 高い 中 性 草原 が , RIS. 横岳 , 高 下 岳 な ど は 山頂 付近 の 風 の 影 響 の 強い 
地形 に 生育 する コケ モモ , チン グル マ , ミヤ マト ウキ , ハク サン シャ ジン , ミヤ マウ ス ユ キソ ウ , F 
ウッ ウ ゲ ブ キ な ど 丈 の 低い 中 性 草原 や 乾性 草原 が 生息 地 と な っ て いる . と くに 朝日 岳 で は 階段 状 の 風 食 地 
形 が 認め られ る . 


山系 の 北西 側 は ミネ カエ デ な ど 漆 木 に 呆 わ れ た 緩 斜面 。 南東 側 は 雪 月 に よる 急 傾 斜 の 裸 地 を 変え た 地 
形 の み ら れ る 所 が 多く . 小 驚 倉 北方 で は 丈 の 高い イネ 科 の 優 占 する 草原 に ,. また 和賀 后 や 朝日 后 か ら 
志度 内 礁 に 至る 北東 - 東 斜面 。 志度 内 礁 の 南東 斜面 な ど で は 急 骨 な 崩壊 地 に ベニ ヒ カ ゲ が 発生 し て い 
る . BEF (1999) に よる と , ERROR 4km に 位置 する 白岩 岳 , 白岩 薬師 岳 に は ベニ ヒ カ ゲ は 産 し 
な いと いう . 


(2) 早 池 峰山 系 (Fig. 23b) 


奥羽 硝 梁 山脈 の 太平 洋 側 に 侵 出 する 唯一 の ベニ ヒ カ ゲ 分 布地 で ある . オオ シラ ビ ソ , コメ ツガ な ど 亜 
高山 針葉樹 林 が 北面 で 1.400-1.500 m まで 繁茂 する が , 南面 で は 蛇 紋 岩 質 の 土壌 の 影響 で 約 1,300 m ZJ 
り で 抑制 きれ , それ より 上 部 で は 標高 1600 m 辺り まで コメ ツガ , DA VIENAM CSDn, WRIA 
メ ツ ガ の 密度 が 低く な る が , 尾根 筋 で も ハイ マツ に コメ ツガ が 混在 し て いる . ベニ ヒ カ ゲ は 南面 で は 
標高 1.500-1.600 m 以上 の 蛇 紋 岩 草 原 に 広く 生息 し て お り , PRE (私 信 ) に よれ ば 河原 坊 口 の コメ が ガ 
モリ 沢 で は 標高 1200 m 弱 の 頭 垢 離 (こう べ ご うり) 付近 か ら 見 られ , 大 作 沢 な ど で は 森林 限界 を 越 
える 沢 の 源 頭 部 の 革 原 で も ベニ ヒ カ ゲ の 生息 地 が ある と いう . 東端 の 早 池峰 剣 ケ 農 に も 古く か ら 記 録 
が ある (岡野 他 , 1977)、 西 端 は 鶏頭 山 , 毛無 森 ま で 分 布 し て いる が 標高 が 低く 漆 木 帯 で 隔離 され て い 















































NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


260 中 谷 ER byl] 朝生 





Figs 15-20. Floral community types of the habitat of Erebia niphonica in Northern Honshu. 
15. Type G (southeast slope of Mt Iwaigameyama). 16. Type G (near the summit of Mt 
Iwaigameyama, alt. 1,400 m). 17. Type G (southeast slope of Mt Mikunidake, Mts 
lide). 18. Type G (near the summit of Mt Mikunidake, alt. 1,590 m, Mts lide). 19. 
Type S (south slope of Mt Hayachine). 20. Type S (near the summit of Mt Keitouzan, 
alt. 1,410 m, Mts Hayachine). 

Figs 21-22. Snow patch vegetation not inhabited by Erebia niphonica. 21. South slope of 
east ridge, Mt Itoudake, alt. 1,660 m. 22. Upper reaches of Gangara-sawa, Mt Ooasa- 
hidake, alt. 1,720 m). 
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る 点 が 注目 され る . 


南 に 対 時 する 薬師 岳 は 蛇 紋 岩 質 で な いた め , 針葉樹 が 1,500-1,600 m の 頂上 付近 に まで 達し て お り , 
山頂 部 に 僅か に 高山 性 植生 が 遺存 し て いる が ベニ ヒ カ ゲ は 分 布 し て いな い (岡野 他 , 1977). 


(3) 焼 石山 系 (Fig. 23c) 


和賀 山系 と 同様 に 奥羽 礁 深山 脈 に 属す る が , や は り 雄 物 川 の 源流 部 が 山肌 を 削り , 横手 盆地 を 経て 日 
本 海 沿岸 部 まで 低地 帯 が 大 きく 開け , 冬季 季節 風 の 影響 を 強く 受け る た め 豪 雪 地 帯 と し て 知ら れる 
また , 梅雨 期 と 台風 の 時 期 に は 豪雨 の 降り や すい 地形 と し て も 知ら れる . 第 四 紀 の 古い 火山 群 か ら 成 
る . 単 幹 性 の ブナ 高木 林 は 標高 約 1.100 m まで , それ 以 高 の 1.100-1.250 m で は 屈曲 し た 多 幹 性 の ブナ 
低木 林 , 1,200-1,250 m 以 高 で は ミヤ マナ ラ な ど 沙 葉 低木 林 と な り , 亜 高山 針葉樹 林 を 欠く が , 経塚 山 
東南 斜面 の 風穴 地帯 に コメ ツガ の 微小 林 分 の 生育 が 知ら れ て いる . 


焼 石 岳 - 東 焼 石 岳 , 横岳 の 標高 1.350 m 以上 , 経塚 山南 西 面 の 1.300 m 以上 の 広い 尾根 筋 や 鞍部 で , = 
HEROS ABL, ハク サン シャ ジン , マル バキ ン レ イカ ,。 タカ ネ ア オ ヤギ ソウ , ハク サン イチ ゲ , 
ミヤ マ ア アキノキリンソウ, ガン コウ ラン , ヒメ ノ ガ リヤ ス な どの 丈 の 低い 草原 が 広がる . た だ し 群落 
の 構成 種 は 一 様 で な く , か な り 分 布 に 偏り が あり , パッ チ 状 に 入り 組ん で 見 られ る . ベニ ヒ カ ゲ は 生 
息 す る が 数 は 多く な い . 


Rea -Beots, 横岳 ・ 焼 石 岳 革 部 , 南 本 内 岳 南 西 面 , 経塚 山南 西鶴 ノ 河原 付近 の 広い 緩 傾斜 の 尾根 や 
鞍部 は , 水分 が 多く シナ ノ キ ン バイ , ミヤ マキ ン ポ ウ ゲ , ハク サン フウ ロ , トウ ゲ ブ キ な ど 丈 の 高い 大 
型 の 草本 か ら 成 る お 花畑 が 広がり , ベニ ヒ カ ゲ が きわ め て 多い . 金明 水 小 屋 付 近 で は ノ ガ リヤ ス 類 が 
優 占 する 湿性 の 草原 に 生息 し て いる . 焼 石 岳 西 面 で は 川辺 (私 信 ) に よれ ば , 焼 石 沼 付 近 か ら 焼 石神 社 
に か け て 連続 的 に 見 られ る ほか , 西 焼 石 岳 の 東 面 に も 梁 木 帯 の 中 に 小さ な コロ ニー が 見 られ る と いう 


六 沢 山 か ら 北方 の ピー ク に か け て は , ガン コウ ラン , ハク サン シャ ジン , DIVYA FP EEL 
た 風 衝 草原 が 濯 木 の 間 に あり , 少数 の ベニ ヒ カ ゲ が 生息 し て いる . KRUD ò ROR ORo AEE 
に は ベニ ヒ カ ゲ は 見 か け な い . 北方 の 牛 形 山 , AFR 鷲 ケ 森山 で は 菊 の 低い 乾燥 気味 の 植生 に 生息 
し て いる が , 山頂 に ご く 近 い 小 規模 な 草原 で あっ て , 生息 地 の 地 史 的 な 変遷 を みる 上 で 貴重 な フィ ー 
ルド で ある . 


(4) 烏 海山 (Fig. 23d) 


海岸 に 突出 する よう に そびえ る 独立 峰 で , 鳥海 湖 を 中 心 と する 西 鳥海 と , 行者 岳 ・ 新 山 を 中 心 と する 
東 鳥海 か あら な る 複式 火山 で あり , 東 鳥海 火山 体 の 形成 は 沖積 世の中 期 ( 約 数 千年 前 ). 前後 と 推定 され 
(RENS, 私 信 ), 最高 峰 の 新山 は 1801 年 の 噴火 に よっ て で きた 新しい 火山 で ある . 西 面 で は 約 900 m i 
で ブナ を 主 と す る 稚 木 帯 、 これ より チシマザサ が 広がり ダケ カン バ が 疎 ら に 現れ る . 1100m 辺 りか 
ら ミ ネ カ エ デ , ナナ カマ ド な ど 落 葉 低木 林 , 1,500 m 辺り か ら 高 山 性 草原 が 現れ る . ベニ ヒ カ ゲ は 鳥 
海 湖 周 辺 と , 東 鳥海 の 伏 拝 岳 , 行者 岳 な どの 大 き な 集 団 に 二分 さき され, その 問 は ミヤ マナ ラ , シャ ク ナ 
ゲ な ど 溢 木 帯 で 隔て られ て いる . し か し , 千 蛇 ケ 谷 に 沿っ て 草原 が 点 在 し , と き お り 単 独 の ベニ ヒ カ 
ゲ の 飛翔 を 見 る の で , 両者 の 個体 群 に まっ た く 交 流 が な い 訳 で は な さそ う で ある . 


鳥海 湖 の 周囲 は 高 茎 革 本 が 繁茂 し た 環境 で , fum, E7 A, 鍋 森 な ど に 広く ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 が 知ら れ 
て いる . また , RET, 行者 績 付近 は 所 々 に 表土 が 露出 する ハイ マツ を 変え た 区 の 低い 風 衝 草 原 で 花 を 
付け た 植物 は 少な い が , 同じ く ベ ニ ヒ カ ゲ が 多い . 東 面 で は , 保坂 (AME) に よれ ば 百 宅 口 コー ス に 
沿っ て 唐獅子 平 付近 ・ 霧 ケ 平 か ら 外輪 山 まで 高 茎 草原 が 広がる が , ベニ ヒ カ ゲ は 見 か け な い と いう . Fi 
面 で は 川辺 (私 信 ) に よる と, 八丁 坂 は ハク サン シャ ジン , トウ ゲ ブ キ , セリ 科 の 高 茎 草 本 で ベニ ヒ カ 
ゲ が 多 産 , さら に 上 部 の 河原 宿 は イワ ショ ウブ , オオ バ ギ ボ ウシ , トウ ウチ ソウ な どの 見 られ る 湿性 草 
IRC, ベニ ヒ カ ゲ は 産 す る が 少な いと いう . 河原 宿 か ら 外輪 山 の 間 の 状況 は 把握 で き て いな い 


(5 HHI (Fig. 23e) 


鳥海 山 よ り 古 く 第 四 紀 洪 積 世 末 期 か ら 沖積 世 初 期 に か け て 形成 され た と み ら れ て いる ( 柴 橋 私 信 )、 北 
斜面 で は 弥 陀 ケ 原 か ら 剣 ケ 峰 に か け て と オモ ワシ 山 , 頂上 付近 (月 見 ケ 原 ) の 3 つの 個体 群 に 大 別 き 
れる . 南面 で は 巡 ケ 岳 の 頂上 付近 か ら 和 牛首 まで の 乏 線 沿い と 月 山頂 上 付近 の 鍛 竣 小屋 下部 辺り (1,900 
m) に 生息 が 知ら れ て いる . 頂上 付近 の 月 見 ケ 原 は 年 に より 越 年 する 雪 田 を 取り 巻く ハク サン イチ ゲ な 
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Fig. 23. Vertical distribution 
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(e) Mt. Gassan 


map of Erebia niphonica on each mount in Northern Honshu. 


Solid circle: abundant, gray circle: scarce, open circle: record from literature. Numbers 
circled correspond to the site numbers in Table l. Horizontal axis shows distance (km) 
along the root or the ridge without root. a: Mts Waga, b: Mts Hayachine, c: Mts 
Yakeishi, d: Mts Choukai, e: Mts Gassan, f: Mts Asahi, g: Mts lide. 


NII-Electronic Library Service 





The Lepidopterological Society of Japan 








東北 地方 に お ける ベニ ヒ カ ゲ の 生息 環境 , 1 263 


2000 
1900 


1800 


e 


1700 
1600 


iasahidaki 


‘amay: 


1500 


3 
o 


1400 
1300 
1200 
1100 
1000 





touto 
ujigatakeii 


igunosu 
Shouj 


Ten 





2300 
2200 


2100 


iyáma 
Onishi 


2000 


1900 


mine 


1800 上 


Mikunidake 


Hokotate: 


1700 上 
1600 
1500 
1400 


1300 





(g) Mts. lide 


Fig.23. Continued. 





どの お 花畑 . ノ ガ リヤ ス 類 の 優 右 する 草原 , 高 茎 草本 か ら 成る 草原 な ど が パッ チ 状 に 見 られ る . KK, 
頂上 の 南西 側 鍛冶 小屋 下部 辺り は 岩 了 の 多い 乾燥 し た 土壌 で イネ 科 の 革 本 が 生育 し て お り , ベニ ヒ カ 
ゲ は 生息 する が , 局 地 的 で 非常 に 少な い . 圧 ケ 岳 西 側 の 石 跳 沢 源 頭 部 は ササ が 優 右 する 草原 で ある が , 
ベニ ヒ カ ゲ が 少数 生息 する こと が 知ら れ て いる . 西 に 続く 湯殿 山 は 調査 きれ た と いう 話 は 聞か な い . 
北 訂 の 弥 陀 ケ 原 は 緩 傾斜 と 表土 の 不 透 性 地質 に より 形成 され た 池 消 の 点 在 する 湿原 で ある が , ベニ ヒ 
カゲ は 湿原 の 中 央 部 - 東 側 寄 り で は 少な < 海 本 が 混じる 湿原 の 西側 周辺 部 に 主として 見 られ る . 


(6) 朝日 連峰 (Fig. 23f) 


主 稼 線 に 沿っ て 北 は オツ ボ 峰 か ら 南 は 大 朝日 岳 小 朝 日 丘 ま で ベニ ヒ カ ゲ の 生息 地 が 多い . 中 性 草原 
は オツ ボ 峰 付近 と 竜 門 山 北方 の 百 爾 畑 付近 の 緩やか な 斜面 に 大 規模 な 和 群落 が ある が , その 他 で は 先 線 
に 近い 沢 源 頭 部 に 続く 谷 状 地形 に 小 規模 な 草原 と し て チシマザサ や 漆 木 に 囲ま れ て 点 在 す る も の が 多 
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Fig. 24. Relationship between the habitat and snow patch in early summer. Snow patch on 
May 22, 1979 (Tsuchiya, 1984), Mt Choukai. Snow depth: blue= 10 m or more, green = 
5-9m,red=0-4m. Yellow circle references in literature. 


い . 植物 群落 の 構成 種 に は 若干 の 変異 が あっ て ,. た と えば タカ ネ マ ツ ム シ ソウ は オツ ボ 峰 な ど 北 部 に 
多く , 大 朝日 岳 な ど 南 部 で は きわ め て 少な い . ノ ガ リヤ ス 類 の 優 占 す る 湿性 草原 は , 中 先 峰 と 北 寒 江 
山 の 間 の 緩やか な 尾根 沿い や 中 岳 東 斜面 に 大 規模 な も の が あり , ベニ ヒ カ ゲ が 多数 生息 し て いる . fA 
じ よ うな 和 群落 は 西 朝日 岳 南 東 斜面 (近く に 雪 田 が 残る ), 北 寒 江山 西村 線 沿 い ( 池 注 が ある ) に も 大 規 
模 な も の が み ら れ る が , これ ら に は ベニ ヒ カ ゲ は 見 か けず , 地形 的 な 湿度 の 高き さや 融雪 期 の 遅 さ な ど 
の 微妙 な 影響 が 伺わ れる . 乾性 草原 は 以 東 岳 南面 北 楽 江山 - 南 寒 江山 , 竜 門 山 - 西 朝日 岳 北 面 , 大 朝 
日 后 周 辺 , 小 朝 日 岳 頂 上 な ど に 広がり , ベニ ヒ カ ゲ は 局 地 的 に 少数 を 見 る の み で , まっ た く 見 か け な 
い 所 が 多い . 以 東 績 北面 は ササ の 生え た 表土 の 露出 する 環境 に 生息 し て いる が , 沢 状 地形 に チン グル 
マ な どの 和 群生 する 雪 田 植生 に は ベニ ヒ カ ゲ は 見 か け な い . また 山系 南東 端 の 鳥 原 山 は 池 浦 の 散在 する 
高層 湿原 が 広がり ベニ ヒ カ ゲ は 生息 し て いな い . 


相模 山 で は 急 傾斜 の ガレ 場 に 生息 地 が ある . まな た, 小 朝 日 岳 西 方 に ある 鞍部 の 熊 越 で は 大 木 の ダ ケ カ 
ン バ な ど が 茂っ て いる が , 巨岩 が 露出 し て いる 辺り に ベニ ヒ カ ゲ の 生息 する 事 が 知ら れ て いる . TE 
汗 山 か ら 北 東 に 伸び る 枝 尾 根 で は 高松 峰 か ら 天 狗 角 力 取 山 まで は 稚 木 帯 で 分 布 が 途切れ , 天狗 角 力 取 
山 , 障子 ケ 岳 に 飛び 離れ て 分 布 す る の は 注目 きれる. 天狗 角 力 取 山 は 山 項 東南 の 平坦 な 地形 に 広がる 
オオ コメ ツツジ を 交え た イネ 科 の 草原 に 発生 し て お り , 特徴 の ある 生息 環境 で ある . 同 山 の 避難 小屋 
付近 に は チン グル マ や シオ ガマ ソウ の 咲く 湿度 の 高い お 花畑 が 広がる が , 調査 時 点 で は ベニ ヒ カ ゲ は 
見 か け な か っ た . 


南西 端 の 祝 瓶 山 は 大 玉山 と の 間 に 標 高 L000 m を 切る 鞍部 が あっ て 独立 峰 に 近い 存在 で あり , 注目 す 
べき 生息 地 で ある . 大 朝日 岳 か ら 南 西 に 伸び る 尾根 は 平岩 山 と の 鞍部 まで 分 布 が 確認 され て いる が , 
大 玉山 と 祝 瓶 山 の 間 に は ベニ ヒ カ ゲ は 分 布 し な い 事 を 確か め た . 大 玉山 は 祝 瓶 山 を 凌ぐ 高度 を も っ て 
いる が , 南西 征 線 の 北西 側 は ミヤ マナ ラ な どの 浴 木 帯 , 南東 側 は 丈 の 高い カリ ヤス の 茂る 草原 が 点 在 
し ベニ ヒ カ ゲ の 生息 に 適し た 植生 は 見 られ な い . 北大 玉山 は 山頂 付近 南東 側 に 大 規模 な 崩落 地形 が み 
られ , ベニ ヒ カ ゲ が 生息 する 可能 性 が ある が 未 調査 で ある . 
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Š 





Fig.25. Relationship between the habitat and snow patch in early summer. Snow patch on 
July 9, 1982 (Tsuchiya, 1984), Mt Gassan. 


(7) 飯豊 連峰 (Fig. 23g) 


朝日 連峰 と 共に 古く か ら 陸 化し て いた と され る 非 火山 性 の 地 四 山地 で ある . 北部 の 槍 差 岳 北 方 ピー ク 
D> ATI, 大 石山 , 頼 母 木山 , 門 内 岳 , 北 股 岳 . カイ ラ ギ 質 , 人 烏帽子 岳 , 御 西 岳 。 草履 塚 , EE 
まで 主として 南西 斜面 に 広がる 中 性 草原 に 広く 生息 し て いる . EBRD ONDE KA RB CIS 
東 面 急 傾斜 の ガレ 場 に 生息 地 が あり , さら に 西 大 日 岳 と の 買 部 付近 まで 生息 が 確認 され た . 地 神 北峰 , 
北 股 岳 北方 , 御 西 岳 お よび 種 甘 山 で は 風 衝 地 の 草原 に も 生息 し て いる . また 南部 の 三国 岳 , 大 岩山 で 
は 後述 する よう に 急斜面 の 岩場 に 広く 分 布 す る . 山系 は 大 石山 か ら 北 方 の 標高 約 1,400-1,600 m の 地 
域 , 頼 母 木山 か ら 南 の 種村 山 に 至る 主として 標高 L800-2.000 m OE ER, お よび 南端 の 三国 山 付 
近 (標高 約 1.650 m) の 3 地域 に 大 別 き れる . 興味 深い の は 飯豊 本 山 の 付 近 に は ベニ ヒ カ ゲ の 発生 が 見 
られ な い 事 で ある . 南面 頂上 小屋 の 下部 に は 風 衝 草 原 が 各所 に 見 られ , また だ 本山 南面 に は チン グル マ 
や ミヤ マキ ン ポ ウ ゲ の 咲く 広大 な 湿性 の お 花畑 が 広がる が , いずれ に も ベニ ヒ カ ゲ の 記録 を 見 な い . 
本 山南 面 は と くに 積雪 の 多い 事 で 知ら れ , その 影響 が 考え られ る . すぐ 西 隣 の 御 西 岳 に 続く 後 線 部 の 
風 衝 草 原 に 至っ て 初め て ベニ ヒ カ ゲ が 生息 し て いる . 
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266 中 谷 EEUU 朝生 
4. 生息 環境 の 分 析 
4.1. 積雪 と の 関係 








ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 調査 は 登山 道 の 周辺 に 限定 さん れる も の の , 積雪 デー タ の 揃っ て いる 鳥海 山 と 月 山 に 
つい て 両者 の 関係 を 照合 し た と ころ , 積雪 と 分 布地 の 問 に 密接 な 関連 の ある 事 が 明らか に な っ た . な 
B, ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 は 多数 の 個体 が 観察 き れ た 地点 を 示し , 1-2 頭 の 単独 個体 が 観察 され た だ け の 








地点 は 除い ぃ てい る. 
(D 鳥海 山 


Fig. 24 は 地球 観測 衛星 ラン ドサ ッ ト の 多重 スペ クト ルス キャ ナーMSS デー タ に よる 1979 年 5 月 22 日 
に お ける 積雪 深度 の 分 布 解析 結果 (土屋 , 1984) と ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 状 況 を 示し た も の で ある . ベニ 
ヒ カ ゲ の 調査 は 中 谷 に よる 象潟 口 か ら 御 浜 , 伏 拝 需 , 新山 を 経て 千 蛇 ケ 谷 を 下る ルー ト (1984 年 8 月 
10 日 )、 保 坂 満 氏 に よる 百 宅 口 か ら 外輪 山 を 経て 伏 拝 岳 に 至る ルー ト (1999 年 8 月 12 日) お よび 有川 
辺 愛 徳 氏 に よる 滝 小屋 口 か ら 河原 宿 , 月 山森 に 至る ルー ト (1999 年 8 月 11 日 ) に 沿っ た 観察 結果 を プ 
ロッ ト し た も の で ある . いずれ も 5 H 22 日 の 時 点 で は 積 委 深 が 10 m に 満た な い 地 点 に 限定 され , し 
か も いずれ も 積雪 深 10m 以上 の 地域 に きわ め て 隣接 し て いる 点 が 注目 され る . 図 に 見 る よう に 東 斜 
面 は 広く 10m を 超す 積雪 に 覆 わ れ て お り , この 地域 は 1981 年 9 月 2 日 の 航空 写真 に よる 残雪 分 布 
(土屋 , 1984) を 見 て も 筋 状 に 多数 の 雪が 残っ て お り , 明らか に ベニ ヒ カ ゲ の 生息 に 不適 と 判断 され る . 


(2) 月 山 


1982 年 7 月 9 日 の 航空 写真 に よる 月 山 の 残 害 分 布 (LEB, 1984) と ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 状 況 を 示し た も 
の が Fig. 25 CHS. ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 調査 は , 中 谷 に よる 南面 始 沢 小屋 か ら 頂 上 に 至る ルー ト (1983 
年 8 月 11 H), 同じ く 北 面 弥 陀 ケ 原 か ら 頂 上 に 至る ルー ト (1984 年 8 月 12 H), Jee F z k 2 1⁄2 
沢 小屋 か ら 雄 ケ 岳 を 経て 牛 導 ・ 頂 上 に 至る ルー ト (1997 年 8 月 14 日 ) に 沿う も の で ある . 図 に 見 る よ 
うに , 7 月 に 残 天 の な い 地 域 と ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 が きわ め て よく 一 致し て お り , また 月 山 の 場合 も 頂 
上 南西 の 鍛治 小屋 付近 を 除い て いずれ も 残雪 地域 に 隣接 し て いる . この 時 期 で も 弥 陀 ケ 原 (標高 1.500 
m 前 後 ) は 標高 が 低い に も 係わら ず 残 雪 量 が 多く , 原 の 東 終 面 沿い に は 帯状 に 広く 雪が 残っ て お り , 
弥 陀 ケ 原 の ベ ニ ヒ カ ゲ の 分 布 は この 残雪 を 避け る よう に 西 に 偏っ て いる 事 が 分 か る . 


ーー 般 に 平坦 な 高層 湿原 に は ベニ ヒ カ ゲ の 生息 し な い 場 所 が 多く , これ は 多量 の 積雪 に よる 融雪 時 期 の 
遅れ と 共に , 融雪 時 に 草原 が 広く 冠水 する こと が 幼生 期 に 悪影響 を 及ぼ す と いう 側面 も 強い と 思わ れ 
2. 


(3) 雪 田 西 生 と の 関係 


朝日 連峰 と 飯豊 連峰 に つい て は 残雪 デー タ が な いた め ベ ニ ヒ カ ゲ の 分 布 と 積雪 量 の 直接 的 な 照合 は で 
き な い が , ベニ ヒ カ ゲ の 分 布 し な い お 花 畑 の 植物 群落 に は 共通 し た 特徴 が 認め られ る . それ は 雪 田 の 
周辺 部 に 展開 する 群落 で . チン グル マ , ミヤ マキ ン ポ ウ ゲ , シナ ノ キ ン バイ ,。 コバ イケ イソ ウ な ど が 
多数 の 大 型 の 花 を 付け た 見 栄え の ある お 花畑 で ある . きわ め て 目 に 付き や すい 印象 的 な 群落 で ある が 
見 事 な ま で に ベニ ヒ カ ゲ が 見 られ な い (Figs 21.22)、 高 山 植物 に 関す る 大 雪山 南部 に お ける 調査 
(Kudo, 1991) (Fig. 26) に よれ ば , 融雪 後 ミ ヤマ マキ ン バ イ は 約 10 日 で 開花 , チン グル マ は 11-22 日 で 
開花 する と いう . 従っ て 5-6 月 に は 消 雪 する 必要 の ある ベニ ヒ カ ゲ の 生息 地 に あっ て は , これ ら の 花 
は 7 月 中 に 終了 し て お り 8 月 に は 見 られ な い の で ある . ミヤ マキ ン バ イ の よう に 大 型 で 黄花 の 仲間 に 
は よく 似 た 数 種 が あっ て , 花 の な い 時 期 に は 観察 が 困難 で ある が , チン グル マ は 花期 の 終了 後 は 名 前 
の 語源 に な っ た 特徴 ある 花柱 を 付け る た め 容 易 に その 存在 を 確認 で き , ベニ ヒ カ ゲ の 生息 地 で ある タ 
イプ M の 群落 で チン グル マ の 花柱 を 認め る こと が 多い . この よう な 群落 は 朝日 連峰 以 東 岳 北 斜面 や 飯 
豊 連峰 の 本 山南 斜面 同 御 西 需 - 烏 帽子 岳 間 の 東 斜面 . 同 地 神 北峰 の 北東 斜面 な ど に 大 規模 な も の が 
発達 し て いる が , いずれ に お いて も ベニ ヒ カ ゲ は 見 られ な い . 


中 部 山岳 に お ける ベニ ヒ カ ゲ の 幼生 期 の 記録 に よれ ば , 3 令 で 越冬 し た 幼虫 は 5 月頃 冬眠 か ら 覚 め て 
成長 , Pe Ha CHL, 8 月 に 羽化 する . 東北 地方 で の 幼生 期 の 観察 記録 は な い が , ほぼ 同様 の 経過 を 
た どる と すれ ば 生息 地 で は 5-6 月 に は 雪が 消え て いる 必要 が ある . すなわち , ベニ ヒ カ ゲ が 生息 で きる 
た め に は 融雪 時 期 が ある 程度 以上 早い 必要 の ある こと が , これ ら の 植物 群落 の 構成 か ら も 推察 で きる . 





















































NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


東北 地方 に お ける ベニ ヒ カ ゲ の 生息 環境 , 1 267 


GROUP 1 
Vaccinium vitis-idaea Phyllodoce aleutica 
(の ポメ ツカサ クラ) 


Pei os FRUITING 


| SNOW-FREE. 
PERIOD 








GROUP 2A 
Primula cuneifolia Carex pyrenaica Potentilla matsumurae 
(エゾ コザ クラ ) (キン スゲ ) (ミヤ マキ ン バ イ ) 
A 
B 
C 
D 
E 
GROUP 2B 
Peucedanum multivittatum Sieversia pentapetala Solidago virga-aurea v. leiocarpa 


— 2 の (チン グル マ ) (ミヤ マ ア キノ キリ ン ソ ツウ) 





Fig. 26. Flowering and seeding phenology of some alpine herbaceous plants at Mt Daisetsu, 
Hokkaido (Kudo, 1991). 


これ ら は 融雪 後に 越冬 か ら 目 覚め , 夏 ま で に 成虫 に 達する た め に は 早い 時 期 に 雪が 消え る こと が ベニ 
ヒ カ ゲ の 生息 で きる 草原 の 必須 条件 で ある と 共に , ある 程度 の 積雪 量 も また 必要 で ある 事 を 示唆 し て 
いる . +E (1990) に よる 鳥海 山 の 標高 約 1.450 m, 積雪 15-20 m の 雪 田 植生 地帯 で の 1986 年 秋 か ら 
1987 年 夏 に わた る 連続 観測 で は , 冠 雪 後 は 積雪 底 で ーー0.6°C 程度 , 深き 3 cm の 土壌 表層 で は 氷点 より 
僅か 高い 温度 が 融雪 開始 まで 維持 さき され て いる の に 対し て , 木曽 駒ヶ岳 の 風 衝 植 生地 帯 に お ける 地下 $ 
cm の 温度 記録 (I985/1986) で は , 積雪 開始 まもなく 氷点 下 5-10C に 低下 し た と いう (吉田 (1986) 
の デー タ を 基 に し た 土屋 (0999) に よる ). ベニ ヒ カ ゲ の 生息 地 で の 観測 で は な い が 参 考 に な る デー タ 
で ある . 


4.2. 植物 群落 と の 関係 


東北 地方 の すべ て の 生息 地 (Table 1) に お いて , 早 池 峰山 に 特有 な タイ プ S を 除く 94 サイ ト に つい 
て 植物 群落 別に 分 類 し た も の が Fig. 27a CHS. 最も 多い の は 中 性 草原 で , 全体 の ほぼ 60% を 占め , 
以下 乾性 草原 , 崩壊 地 草原 , 湿性 草原 の 順に な る . 次 に ベニ ヒ カ ゲ の 生息 環境 と し て 各 植 物 群 落 が ど 
の 程度 適合 し て いる か を , 朝日 連峰 に お ける 調査 を 例 に と っ て 分 析 し て みる . 調査 期間 は 1983 年 8 
月 11-12 H, 1991 年 8 月 10-15 H, 1992 年 8 月 10-17 HO 3 年 間 , 調査 ルー ト は オツ ボ 峰 か ら 以 東 岳 
を 経て 大 朝日 岳 に 至る 主 和 線 部 を 選ん で いる . 2 章 で 類型 化し た 各 植 物 群落 の うち , 蛇 紋 岩 性 草原 以 
外 の 全て の 群落 を 認め る 事 が で きる . 観察 結果 を Fig. 27b に 示す . た だ し , 生息 地 が 尾根 の どちら か 
一 方 に 偏在 し て いる 場合 は 尾根 の 反対 側 の 植生 も 図示 し て ある . 例え ば 尾根 の 東側 に 海 木 帯 が あり , 
西側 に 中 性 草原 が あっ て 生息 地 と な っ て いる 場合 は その 両者 を 図示 し て いる . また ササ 原 と パッ チ 状 
に 入り 組ん で いる 場合 は それ ぞ れ を 図示 し て いる . 各 植 物 群落 に お いて ベニ ヒ カ ゲ が 生息 し て いる 比 
率 を 見 る と , Fig.27c に 示す よう に 中 性 草原 (M) は 100% 利用 きれ て お り , 次 いで 崩壊 地 草原 (G) 
75%, 湿性 草原 (H) 57% と 続き , 乾性 草原 (D) が 30% と 最も 低い . Fig 27a,c を 結合 する と 中 性 草原 
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Ratio of floral community types on the habitat in Northern Honshu. 
floral community types and habitat in Mts Asahi. 
community type for habitat in Mts Asahi. 














Relationship between floral community type and habitat of Erebia niphonica. a: 
b: Distribution of 
c: Adaptability of each floral 


は サイ ト の 数 も 多く 利用 率 が 高い , 崩壊 地 草原 と 湿性 草原 は 利用 率 は 高い が サイ ト 数 が 少な い , 乾性 


草原 は 利用 率 は 低い が 比較 的 サイ ト 数 が 多い , と いう 事 が 指摘 で きる . 


4.3. 岩場 と の 関係 


朝日 連峰 の 南西 端 に 位置 する 祝 瓶 山 は 主 稼 線 部 か ら 約 8 km 離れ , その 間 に は 標高 L000 m を 切る 高木 
帯 も 横たわる 隔離 され た 生息 地 で ある . 頂上 付近 の マル バシ モツ ケ , ヤマ ハハ コ , スス キ な どか ら 成 
る 草原 に ベニ ヒ カ ゲ が 飛来 する が , 観 察 さき され る の は 大 半 が 雄 で 発生 地 は も っ と 下 の 斜 面 と 思わ れる . 
この 山 は 南東 側 斜面 の 中 腹 以上 は 広く 急 唆 な 岩 壁 で 覆 わ れ て いる (Figsl5,16). また 飯豊 連峰 の 南端 
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に 位置 する 三国 岳 の 一 帯 は 標高 こそ 1,650 m 前 後 あ る も の の , 近接 の 生息 地 で ある 種村 出 か ら 七 森 付 
近 ま で は 高木 を 変え た 樹林 帯 で 約 1.5 km 隔 た っ た 生息 地 で ある . これ ら の 生息 地 も 玩 岩 山 か ら 三国 病 
東生 線 に か け て の 南 斜 面 と , 三国 岳 北 和 村 線 の 東 斜 面 は 標高 約 1,500 m 付近 まで 広い 岩場 の 急斜面 を 擁 
し て お り , その よう な 岩場 の 比較 的 傾斜 の 緩やか な 所 に イネ 科 が 疎 ら に 生え , ミヤ マ ア キノ キリ ン ソ 
ウ や クロ ミノ イワ ゼ キ ショ ウ が わずか に 花 を 付け た 草原 が 点 在 し , 生息 地 と な っ て いる (Figs 17, 18). 
山 の 北 面 は 稼 線 まで ミヤ マナ ラ や ナナ カマ ド が 茂っ て いる . これ ら の 山々 で は こと この よう な 地形 的 な 特 
微 が 後 氷 期 の 温暖 期 に 森林 の 侵 出 を 阻 み , 草原 が 温存 きれ て きた 可能 性 が 伺え , と くに 祝 瓶 山 は ベニ 
ヒ カ ゲ の 分 布 成因 を 考え る 上 で きわ め て 注目 すべ き 生 息 地 で ある . 





5. まとめ 


(1) 東北 地方 に お ける ベニ ヒ カ ゲ の 生息 地 100 個所 以上 の 観察 の 結果 ,. その 植物 群落 は 湿性 草原 
(H), 中 性 草原 (M), 乾性 草原 (D), 崩壊 地 草原 (G) の 4 種 と , 蛇 紋 岩 性 草原 (S) に 類別 で きる . 


(2) 生息 地 と し て 最も 利用 きれ て いる の は 中 性 草原 で 朝日 連峰 の 観察 で は 例外 な く 生 息 し て いる . ま 
た 崩壊 地 草 原 と 湿性 草原 は 利用 率 は 高い が サイ ト 数 が 少な く , 乾性 草原 は 利用 率 は 低い が 比較 的 サイ 
ト 数 が 多い . 


(3 鳥海 山 と 月 山 に お ける 調査 で は 5 月 か ら 7 月 に か け て の 残雪 分 布 と 密接 な 関係 が あり , この 時 期 
に 残雪 の 多い 地域 に は 生息 し な い . 


(4 生息 地 で 8 月 に 花 を 付け て いる 植物 は ,。 ミヤ マ ア キノ キリ ン ソ ウ , ハク サン ボウ フウ な ど 雪 解け 
後 1-1.5 ヶ 月 程度 を 経て 開花 する 種 が 主体 で あり , 雪解け 後 10-20 日 と 早期 に 開花 する ミヤ マキ ン バ イ 
や チン グル マ の 咲い て いる 植物 群落 に は 生息 し な い . これ ら は ある 程度 の 融雪 期間 の 長き が 幼虫 の 成 
長 に 必要 で ある こと と よく 合致 し て いる . た だ し 付近 に 遅く まで 雪 の 残っ て いる 事 も 必要 条件 で ある 
可能 性 が 伺え る . 

(5) 朝日 連峰 の 祝 瓶 山 は 分 布 の 中 心から 標高 000 m を 切る 鞍部 で 隔離 され た 生息 地 で ある . また 中 
ELEZE IRGC Ro TOT, この よう な 地形 的 な 特徴 が 樹林 の 生育 を 阻 み , 生息 地 の 草原 
を 維持 し て いる も の と 推察 され る . 同様 な 環境 は 飯豊 連峰 の 三国 岳 と 狗 岩山 で も 認め られ る . 
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Summary 


In northern Honshu, Japan, E. niphonica inhabits regions of heavy snowfall on mountains directly 
facing the Sea of Japan. The alpine climate is cold and the high snowfall is a result of the influence 
of the climate of the Sea of Japan. Three. vertical vegetation zones, i e, the mountain zone, the 
“pseudo-alpine zone" and the alpine zone can be distinguished on these mountains. The subalpine 
coniferous forest zone which is usually found in the Japanese mountains is not recognized. Depth 
and duration of snow cover and snow-slide, related to the topographic conditions, are probably the 
most important factors for the distribution of the plant communities on these mountains. The 
vegetation of the pseudo-alpine zone is characterized by various scrub communities and alpine 
herbaceous communities which E. niphonica inhabits. The scrub communities such as Quercus 
mongolica var. undulatifolia, Sorbus commixta, Alnus crispa from the forest limit. The forest limit 
is quite irregular 1n elevation. Mts Hayachine, the easternmost habitat of E. niphonica in Honshu, 
are built up chiefly of Paleozoic serpentinite and peridotite. The mountain has a unique flora and 
vegetation. The distribution of E. niphonica is concerned with the non-forest vegetation of the 
alpine, serpentinitic area. 


On the other hand, in the mountainous district of Central Honshu, E. niphonica inhabits the narrow 
herbaceous zone on the slope along the ravine in the subalpine coniferous forests zone, alpine 
herbaceous zone near the forest limit of the communities of sporadic Betula ermanii, and the higher 
alpine herbaceous zone. In studies on the habitat of E. niphonica in Northern Honshu, five plus 
one (Type S which is restricted to the Mts Hayachine) community types were distinguished based 
on floristic composition as follows. 


Hygrophyte grass land, a (type Ha) 


The typical moist herbaceous plant community is dominated by Moliniopsis japonica (family 
Poaceae) in association with Fauria cristagalli, Narthecium asiaticum, Gentiana nipponica, etc. 
Different species are found on the flat or gently inclined areas and on the surroundings of snow beds. 
Rhododendron trinerve is observed on the flat area near the summit of Mt Tengusumoutori (Mts 
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Asahi). 
Hygrophyte grass land, b (type Hb) 


The relatively less moist herbaceous plant community is dominated by genus Calamagrostis 
(Poaceae) grasses, mixed with a few dwarf-bamboo (Sasa kurilensis). There are some tall herba- 
ceous flowers in the surrounding area. It is observed on flat or gently inclined ridges. 


Mesophyte grass land (type M) 


Alpine herbaceous plant community on moderate moist sites mainly on the leeward gentle slope. 
There are many flowers such as Geranium yesoense var. nipponicum, Ligularia hodgsonii, Solidago 
virgaurea leiocarpa. 


Xerophyte grass land (type D) 


Alpine fell-field community on the windward slope or near the summit. Dwarf Ericaeae scrub such 
as Empetrum nigrum var. japonicum, Loiseleuria procumbens are dominant. Acomastylis calthifolia 
var. nipponica, Dianthus superbus war. speciosus, Leontopodium fauriei, etc. are scarcely occur, but 
flower very little. Also there are so scarcely flowered as low herb Umbelliferae only. 


Scree grass land (type G) 


Alpine herbaceous plant community is formed on steep slopes of the leeward side, which is relatively 
dry and consists of unstable sites where avalanches are common. Low herb Poaceae glasses are 
grown sporadically, and Solidago virgaurea leiocarpa, Senecio nemorensis, Anaphalis margaritacea, 
etc occur, but flower very little. 


Serpentinitic grass land (type S) 


Mts Hayachine are built up chiefly of Paleozoic serpentinite and peridotite, and have a unique flora 
and vegetation. The scrub is a type of the climatic climax in the alpine zone, though limited by the 
widely distributed rocky sites. I is composed of Tsuga diversifolia and Pinus pumila. Alpine 
vegetation communities such as the windward vegetation of grass, herb and dwarf shrub occupy the 
wind-swept sites on the ridges, hill tops and rocky sites. 


On the other hand, E. niphonica does not inhabit the snow patch vegetation which is constituted by 
flowered species such as Sieversia pentapentala, Ranunculus acris novus, Trollius riederianus var. 
japonicus, Veratrum stamineum, According to observations in Mts Daisetsu in Hokkaido, these 
plants open flowers about 10-20 days after the disappearance of snow (Kudo, 1991). Snow pack 
may exist later in the areas covered with these plant community, so it is not adequate to the habitat 
for E. niphonica. "These relations are emerged from the authors' root census taken at Mts Choukai 
and Gassan. 
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